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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，教育工学的な視点に基づく新しい教師教育研究について，その理論を「整
理」するとともに，その実践を「集約」することである。そのために，本研究では，「教育工学的な視点に基づく教師
教育ハンドブック」を開発し，その内容・構成等の妥当性・有効性に関する評価を行った。具体的には， 1)総論編，2
)事例編，3)演習編，4)理論編，5）キーワードや資料いう5つのパートから成る，ハンドブック（A4版，247ページ）を
作成した。また，その研究者や実践家に協力してもらい，その妥当性や有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reconstruct the theories of and collect good 
practices for the teacher education based on the educational technology approach.　To pursue the purpose, 
the authors have developed the handbook named “The handbook of the teacher education based on the 
educational technology approach”. It has 247 pages and consists of the 5 parts. They are outline, good 
cases, exercise, theories, and lists of key words and resources. The authors asked the researchers and 
the practitioners to assess the handbook from some viewpoints. Data indicated that the validity and the 
practical effectiveness of the handbook were confirmed to a certain degree.

研究分野： 教育工学（授業研究と教師の成長）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
教師教育は，日本教育工学会の研究分野と

して，重要なテーマである．例えば，2000 年
6月に同学会が創立15周年を記念して刊行し
た『教育工学事典』には 10 の分野が設定さ
れているが，教師教育は，その 1つに位置づ
いている．近藤（2000）は，同事典の「教師
教育の分野」の解説において，1980－1990 年
代の教育工学的な視点に基づく教師教育研
究が授業研究と密接に関連して展開された
こと，「反省的実践家」モデルに依拠して様々
な知見が呈されたこと等を指摘している．さ
らに，メンタリングを支え促す学校内の同僚
性や学校と他組織との共同の重要性等にも
言及している．加えて，教員養成・現職教育
のためのカリキュラム開発に関する研究の
必要性や留意点を述べている． 
ところが，木原（2011）に依れば，2000 年

以降に日本教育工学会の機関誌『日本教育工
学会論文誌』に掲載された論文をレビューし
てみると，まず，掲載された教師教育関連論
文の数は少ない．また，1)学校現場における
授業研究・授業改善との接点を有した研究が
少ない，2)「反省的実践家」モデルを踏まえ
た研究がいくつか登場してはいるが，2000 年
代前半に限られている，3)教員養成・現職教
育のための「カリキュラム」全体に関する研
究は皆無に等しい，といった傾向が確認され
る．つまり，この十数年間，教育工学的な視
点に基づく教師教育研究は，量的・質的な面
において，発展を遂げているとは言い難い． 
 一方，他の方法論による教師教育に関する
研究は，2000 年以降に，いくつかの新しい動
きを見せている．例えば，教師の力量に関し
て，レジリエンス（resilience）という概念
がその重要な要素であるという考えが市民
権を得つつある．また，教師たちがその力量
を伸長させるためには，彼らが同僚等と「専
門的な学習共同体」（Professional Learning 
Communities）を構成しなければならないと
いう主張が，その地歩を固めつつある．例え
ば，Hord（1997）は，その著，Professional 
Learning Communities: Communities of 
Continuous Inquiry and Improvementにおい
て，教師たちが専門的な学習共同体を築いて
いる学校には，1)支援的・分散的なリーダー
シップ，2)集団的な創造性，3)価値とビジョ
ンの共有，4)支援的な諸条件(物的・構造的
条件，人的能力・資質)，5)個人的実践の共
有，という５つの属性が確認されると述べて
いる．日本教育工学会の一部の会員は，専門
的な学習共同体を概念モデルに据えた実証
的・開発的研究に着手してはいるが，多くの
場合は，所属する高等教育機関における教職
課程履修学生を対象とするものであり，その
適用範囲が，初等中等教育の教員の学習，す
なわち校内研修等にまで及んでいない点が

課題である． 
さらに，ここ十数年間，我が国では，教員

養成や教師教育をめぐる施策において，新し
い枠組みが登場している．それは，例えば，
教員免許更新制が発足したり，教職大学院が
創設されたりといった，教師教育をめぐる新
しい制度に代表される．前述の木原（2011）
の指摘にも明らかなように，教育工学的な視
点に基づく教師教育研究は，個別のプログラ
ムの開発に力点が置かれており，カリキュラ
ムレベル，制度レベルに対する提言が十分と
は言えない． 
このように，教育工学的な視点に基づく教

師教育研究は，この十数年間の教師教育の理
論と実践（施策を含む）の新しい動きに対し
て，十分に応えているとは言い難い．両者の
接点をさらに数多く開拓し，それを今日的な
視座から洗練させる営みが求められる． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，教育工学的な視点に基づく教
師教育研究の発展を目指して，その理論を
「整理」するとともに，その実践を「集約」
するという，「俯瞰的研究」に関するプロジ
ェクトを企画・運営する．それを満たすため
に，筆者らは，「教育工学的な視点に基づく
教師教育ハンドブック」（以下，『ハンドブッ
ク』）を開発し，その内容・構成等の妥当性・
有効性に関する評価を行う． 
 
３．研究の方法 
 
（１）研究組織の構成 
 『ハンドブック』の開発にあたって，研究
組織を図 1のように構成した．主として，①
理論の整理，②国内の事例の収集・整理，③
海外の事例の収集・整理という３つのチーム
で『ハンドブック』作成に必要となる情報を
獲得した．また，研究の形成的評価の担当者
を定めた． 

 
（２）開発の手順 
2012 年度と 2013 年度に，文献購読や訪問

教員養成 現職教育
教職大学院等

①理論の整理

②国内の
事例の収
集・整理

③海外の事
例の収集・
整理

＊研究総括（木原）

＊研究の形成的評価（永野，赤堀，清水）

堀田，村川，東原

吉崎，生田，木原，中山

鈴⽊

島田

野中，⼩柳，⽥中

深⾒

高橋
⿅⽑豊田 澤本

④ハンドブックの作成，⑤ハンドブックの評価と改訂
（永野・赤堀・清水以外の全員）

 

図 1 研究組織の構成 



調査を通じて，教育工学的な視点に基づく教
師教育の理論と実践に関して，知見を収集・
整理した． 
その内容を『ハンドブック』に体現するた

めに，その構成を検討し，2014 年 9 月から
2015 年 2月にかけて，プロジェクトのメンバ
ーが，『ハンドブック』の原稿を分担執筆し，
プロトタイプ版を作成した． 
『ハンドブック』の形成的評価を 2つの方

法で行った．1 つは，教育工学や教師教育の
研究者や実践家に対する質問紙調査である．
これは，2015 年 4月中旬～6月上旬に実施し
た．33 名に調査への協力を依頼し，31 名か
らネットワークを介して回答を得た．本調査
は，『ハンドブック』（プロトタイプ版）の特
長や改善点などに関して自由記述で回答す
るものと，各章等の内容を観点別（観点 1：
教師教育の研究や実践の理解の支援，観点
2：教師教育実践の支援）に 4段階（4＝よく
あてはまる，3＝少しあてはまる，2＝あまり
あてはまらない，1＝ほとんどあてはまらな
い）で評定するもので，構成されている． 
もう 1つの調査は，日本教育工学会の役職

を務めた方（2 名）に対するインタビュー調
査である．2015 年 4月上旬に『ハンドブック』
のプロトタイプ版を送付し， 5 月下旬から 6
月上旬にかけて，『ハンドブック』（プロトタ
イプ版）の特長や改善点などに関して，対面
形式で自由にコメントしてもらった（60～74
分）． 
 2015 年度前半に，形成的評価の結果を踏ま
えて，『ハンドブック』の内容・構成・表記
などに関する改訂をおこない，原稿を再執筆
して，その最終版を作成した．2016年2月に，
形成的評価の協力者（31 名）に『ハンドブッ
ク』最終版を送付し，プロトタイプ版からの
改善を 4 件法で確認してもらった．同時に，
『ハンドブック』全体を形成的評価と同様の
観点を用いて 4段階で評定してもらった． 
 
４．研究成果 
 
（１）『ハンドブック』のプロトタイプ版の
開発 
 プロジェクトのメンバーは，研究目的に即
した『ハンドブック』として，1)総論，2）
理論編，3)事例編，4)演習問題編，5)資料編
という5つのパートから成る冊子を構想した．
2）から 4）は，それに位置づく章の執筆担当
者がチームを組んで，その執筆を共同的に進
めた．また，『ハンドブック』の内的整合性
を高めるために， 1)総論や 2)理論編の執筆
者から，「教育工学的な視点に基づく教師教
育研究」の枠組みや動向を，3)～5)の執筆担
当者に伝え，当該執筆内容に反映させてもら
った． 
 『ハンドブック』のプロトタイプ版は，17
章等に具体化された．その内容は，以下のと
おりである．まず，第 1 章は，『ハンドブッ
ク』全体の内容を網羅する，総論の章である．

この章では，教育工学的な視点に基づく教師
教育の研究と実践を俯瞰する枠組みが呈さ
れる．それは，変化する社会における教師像
の 5つの要素，今日の教師教育研究と教育工
学研究の接点を成す5つのアプローチである． 
第 2 章から第 5 章までは，「理論編」であ

る．それぞれの章において，総論を支える理
論的・実践的動向が解説される． 
第 6 章から第 11 章は，「事例編」である．

これらの章においては，それぞれのアプロー
チを象徴する実践事例が報告される．総論で
示したアプローチに即した，特色ある事例が
詳細に語られている． 
第 12 章から第 16 章は，「演習編」を成す．

これらの章には，演習問題が用意されている．
そこでは，第 1章で提示したアプローチに属
する典型事例が問題化され，読者に提供され
る．読者は，それに解答し，解答例と解説に
目を通して，当該アプローチの特徴を再認識
できる． 
『ハンドブック』の最後には，資料編が設

けられている．そこでは，教育工学的な視点
に基づく教師教育の研究・実践に関してさら
に学ぶためのリソース（著書，組織等）が読
者に示されている． 
 
（２）『ハンドブック』の形成的評価 
 質問紙調査の結果のうち，観点別評価の結
果を述べる．各章等に関する，観点 1の評定
値の平均は 3.4（3.1～3.7)，観点 2の評定値
の平均は 3.2（2.6～3.7）となり，教育工学
的な視点に基づく教師教育の理論を会得す
るためにも，また読者が所属する組織におい
て教師教育の実践を推進するためにも，『ハ
ンドブック』（プロトタイプ版）は有用であ
ると協力者は判定している．  
 インタビュー調査の結果については，日本
教育工学会の役職に就いていた S氏は，日本
教育工学会に所属する研究者と実践家の両
方を読者対象にしていることの意義を認め
つつ，「属性が異なる利用者を意識すると，
利用の手引きが必要である」と述べ，読者に
『ハンドブック』の利用方針を例示する等の
工夫が必要であることを示唆した．また，総
論と理論編の内容の整合性に関する疑念を
呈したり，理論編と事例編・演習問題編の順
序を変えるなどの改善点にもふれたりした．
さらに，同様の経験を有する A 氏は，「教育
工学と教師教育を本格的に結んでいる」と
『ハンドブック』の意義を述べる一方で，例
えば「現象学的な見地からの取り組み」の言
及や「教員の社会的ステータス」に関する解
説が『ハンドブック』の中に含まれていない
こと等を問題視していた． 
 
（３）『ハンドブック』の改訂（最終版の作
成） 
 『ハンドブック』プロトタイプ版の第 1部
の理論に関わる章の評価結果が評価協力者
の属性によって異なることを踏まえて，『ハ



ンドブック』を次のように改訂すべきである
と考えた． 
まず，『ハンドブック』（プロトタイプ版）

の理論に関わる章に関して実践家の評価結
果が必ずしも高くなかったことを踏まえ，そ
の内容のエッセンスを示す，「キーワード」
解説のパートを『ハンドブック』に挿入する
こととした．また，相対的に，より多くの読
者が必要としている内容（第 2部，第 3部）
を『ハンドブック』の前半・中盤部分に位置
づけることとした． 
さらに，日本教育工学会に所属しているか否
かによって，『ハンドブック』の理論部分に
対する指向性が変わることをかんがみ，『ハ
ンドブック』の「はじめに」において，目的
別（学術研究のデザインや学会発表，教員養
成の実践，実践研究の企画・運営等）の利用
ガイドを示すこととした． 
 その結果，『ハンドブック』最終版は，次
のような構成による，247 ページの冊子とな
った． 
はじめに 
 
第１部：教育工学的な視点に基づく教師教育のた
めの理論的枠組み 
１．教育工学的な視点に基づく教師教育研究の理
論と実践 

２．教育工学的な視点に基づく教師教育の展開 
◇コラム１ TALIS 
◇コラム２ インストラクショナル・デザイン

(ID: Instructional Design) 
◇コラム３ ジェネリック・スキル 
◇コラム４ ｅポートフォリオ 
 
第２部：５つのアプローチによるすぐれた事例 
３．環境設定アプローチに基づく実践事例 
４．対人関係アプローチに基づく実践事例 
５．フィールドアプローチに基づく実践事例 
６．制度的アプローチに基づく実践事例 
７．文化的アプローチに基づく実践事例 １ 
８．文化的アプローチに基づく実践事例 ２ 
振り返りのための問いかけ（第２部：第３章～第
８章） 

◇コラム５ カリキュラム・マネジメントと教育
工学 

◇コラム６ アクティブ・ラーニングの効用 
◇コラム７ ワークショップ型授業研究の効用 
◇コラム８ ワークショップ型研修とは．なぜ，

いま，ワークショップ型なのか 
 
第３部：５つのアプローチを会得するための演習
（実践のための演習） 
９．環境設定アプローチの演習問題と解答例及び
解説 

10．対人関係アプローチの演習問題と解答例及び
解説 

11．フィールドアプローチの演習問題と解答例及
び解説 

12．制度的アプローチの演習問題と解答例及び解
説 

13．文化的アプローチの演習問題と解答例及び解
説 

 
第４部：５つのアプローチのさらなる展開 
14．教師の力量の概念に関する理論的動向 
―諸外国と我が国におけるスタンダードの開発
を踏まえて― 

15．教師教育の方法に関する理論的動向 
―授業研究と専門的な学習共同体の接点― 

16．欧米の教師教育の実践的動向 
17．我が国の教師教育の実践的動向 
振り返りのための問いかけ（第４部：第 14 章～第
17 章） 

◇コラム９ 成人教育／成人学習 
◇コラム 10 職場学習 
◇コラム 11 一人称, 二人称, 三人称としての授
業研究 

 
キーワード一覧 
さらに深く学ぶために－関連する文献・資料等－ 
おわりに 
ハンドブック作成者一覧 
 
（４）『ハンドブック』の総括的評価 
 28 名に評価協力者に，『ハンドブック』最
終版を評価してもらい，表 1のような評価結
果を得た． 
 これに明らかであるが，『ハンドブック』
最終版ではプロトタイプ版の問題点がかな
りの程度改善されたこと，研究者にとっても
実践者にとっても，教育工学的な視点に基づ
く教師教育の研究と実践に資するものであ
ることが確認された． 

 
＜引用文献＞ 
HORD, S. M. (1997) Professional Learning 

Communities: Communities of Continuous 
Inquiry and Improvement. Issues about 
Change, 6(1) 

木原俊行（2011）教師教育研究における教育
工学的アプローチの可能性と課題. 日本

全体 研究者 実践者

28人 15人 13人
１．前回（平成27年4月に）手にし
た，暫定版の問題点が改善され
た。

3.68 3.60 3.77

２．教師教育の研究や実践におけ
る教育工学的アプローチの特徴を
理解できた。

3.68 3.67 3.69

３．所属する組織における教師教
育実践の課題やその克服の術が
明らかになった。

3.18 3.27 3.08

４．今後，自身の研究や実践を推
進する際に，利用したい。

3.86 3.80 3.92

５．教師教育の研究や実践を推進
する人に，利用を勧めたい。

3.86 3.80 3.92

観点

表1　『ハンドブック』の総括的評価結果

＊各セルの数値は，4段階の評定の平均
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